




























































仰の強い影響を受けてやってきた。このこ 、大蔵経の密教部の諸菩薩義軌 中に、観音菩薩に関する経疏軌は九十九種類存在するが、二番目に多い文殊菩薩（二十八種）・三番目に多い金剛薩埵菩薩（七種）と比べ と 圧倒的に多いことがわかる。この事実こそ、密教的な観音の信仰・研究がきわめて盛んで ったことを強く反映しているといえる。こ インド的な特徴を持つ複雑怪奇な変化 登場する経典が、唐代にお て 最も流行していた。佐和隆研氏の研究
（８）
によれば、東晋の『請観世音菩薩消伏毒害陀羅尼呪経』にみえる観音菩薩や、他に、十一面観世音菩
























ところに、「常住真心、性浄明体」を説く有名な「七処徴心」を述べ 、主客内外に拘わらず、心を固定的に把握しよう する想念が次々と打破される。そこに一切衆生が、無始以來、顛倒を重ねるのは、二種根本を知らないで、錯乱し修習 からだとされ、その一は無始生死の根本、その二は無始の菩提涅槃の体だという。さらに、人心深く潜む煩悩の根本が追求され、その清浄な本体を体得し ければ、たとい一切の見聞覚知 滅して、内 幽閑を守るも、猶法塵分別 影事たり」と断定される。ついに、「色身より外、山河虚空大地に至るまで、ことご く妙明の真心中の物である」。よって すべての分別心 妙明元心 還す必要がある し、八種の譬喩をあげて還の実態 示す。これは有名な八還説であ 。しかし真に還るところなき地還るこ であって、見るハタラキとそ 対象となる物類は差別があっても、見性には差異あるべきではない。 こ 主客の対立を絶した見性の主体性確立が要求されるのである。その物象と見精との対立 底 ものこそ 菩提 浄明の体であり こ 真心は是と非是と 対立を超越する。さらに、「五陰・六入・十二処・十八界・七大」 因縁でも く自然でもない、みな如来蔵中のも であって、性真円融・不生不滅である。覚に背いて塵 合 るならば 塵労を発して世間相 呈するし 塵を滅して覚に合
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受け継いでいるといえる。特に、この部分に説かれて る耳根円通が聞性に帰するという主張と、智顗大師によって提唱された観音 真理（智 ）とが極めてぴったりと合致す ことが窺える。　
つまり、智顗大師論じたように、観音は単なる客観的な存在ではなく、宗教的真理の働きそのものということにな

























悩・苦難・災害などを取り除くことと共に、利益・徳福・平和などを与えることになっている。しかし、『首楞厳経』における観音菩薩の十四無畏妙力は、それだけではなく、人々は観音菩薩のように、自分の行為の原因、つまり因地・本性・主客 対立を絶した慧観・般若・如来蔵に戻り、我なく、諸相なく、声から離れて本心 ハタラキそのものを耳に聞くこととなろうと 今まで、十四ヶ所で強く訴えているのである。我々の衆生は、心の外側に向って諸々 縁に乗って、色々な因（習気・業・我見・情見・無明など）を造り出していたので、必然的 その結果（煩悩・苦難・災害など）が次々と生み出されてきていた。若し我々衆生が 心の内面に向って諸々の縁（色・声・味・香・触 法など） 離れ、本心のハタラキそのもの（聞性）を耳に聞 ことに専念すれば、すべて 分別心は妙明元心に還り、聞くハタラキとその対象 なる声には区別があっても、聞性には差異は いはずである。つまり、主客の対立を絶した聞性そ へ向かって複帰しつつ、是と非是との対立を超越す 菩提妙浄明 体（真円通）を体得することができるのである。このような内容は、『首楞厳経』における十四無畏妙力が『法華経』の普門品においては明確には述べていない、より高くすぐ た精神性を強調するもので ということが きる。そうすれば、因がなくなって、その果（煩悩・苦難・災害など）も自然に生み出されてこない である。　
第三に、何によって救済されることができるかというと 表二の太線の下線の処に示されたように、普門品の救済









と同一となるが故に、十四無畏無作の妙力を施している。さらに 「現形說法 ・「無畏衆生」・「捨宝求哀」・「所求随欲」の四不思議無作の妙徳 そなえている次に、この「四不思議」と前のこで述べた『千臂千眼大悲経』類とを比較した結果、以下の相違が判明した。　
まず、『首楞厳経』と『千臂千眼大悲経』類では、完全に一致する言葉あるいは文句はほとんどないが 以下のよ
うなことがいえる。『首楞厳経』では、第一に 初に根と塵 忘れれば妙と り 次に と境を絶して、能と所と俱に寂すれば、妙妙となるという。すると、六根は、有為相から脱却して見・聞・覺・知の分隔が無くなり、一と六との対立も消えて 六根相互に用となる。そして、一つの円融清浄の宝覚となり、即ち寂滅現前、應化 方となる。そして、首・臂・目の数は皆千種となり さら 八万 千まで数えられるのである。宋代の長水子睿の解釈によれば「首出衆聖」は法身であり、「臂能提接」は化身 あり、「目以導明」は智身（自受用の報身）である。これは、おそらく衆生の八万四千の煩悩に対応するのであろう れと表三の右に示した対応する内容からみれば、『首楞厳
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陀羅尼密教の複雑怪奇な観音信仰が千手大悲観音へと吸収された 先学達の優れた研究を参照しながら、このよう二つ流れの典拠となった経典と『首楞厳経』第六巻にある観音 耳根円通法門・三十二応身・十四無畏・四不思議を検討してきた。その結果、二 の流れをまとめようとする意図が『首楞厳経』第六巻の中に見られることが明らかとなった。つまり、二つ 観音信仰の流れとそ 典拠となった経典の思想を含みながら、俗世の利益だけ 追求する衆生を強く導いて「反聞聞自性、性成無上道」の諸法実相の見性 俗世と出世を越えて十方円明に向かわせよ と
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した。このような教えと精神がああったからこそ、本経は今まで、中国の観音信仰の三大経典の一つとして、『楞厳呪』や『大悲呪』と共に、朝晩の課に必ず誦持されたものとして伝えられてきた。このような事実からも、中国の観音信仰における『首楞厳経』の影響力は大きいといえるであろう。　
しかし、今回、最後の結論までにはいまだ至っていない。特に大悲観音との関係は検討不足といえる。さらに細か
く精査する必要があり、今後の課題として研究を続け い。　
【注】（１）佐和隆研「観世音菩薩の展開」、『仏教芸術』第一〇号、一九五〇年、頁四六～四七。（２）松本文三郎「観音の語義と古代印度 支那におけるその信仰について」、速水侑編『観音信仰研究』（『民衆宗教史叢書』巻
七）、雄山閣出版社、一九八二年一二月、頁一～一六。
（３）韓秉方「観世音信仰与妙善的伝説―兼及我国最早一部宝巻《香山宝巻》的産生」、『世界宗教研究』二〇〇四年第二期。（４）劉輝『観音信仰民族探源』、巴蜀書社、二〇〇六年。（５）佐藤泰舜「六朝時代の観音信仰」速水侑編『観音信仰研究』（『民衆宗教史叢書』巻七）雄山閣出版社、一九八二年、頁 七～
三五）、小林太市郎「唐晋の観音」、『仏教芸術』第一〇号、 九五〇年、頁三～七三。
（６）同上。（７）その流れの中でも、その後代に、妙善公主 水月観音、白衣観音、放光観音、馬郎婦、魚藍観音 誌公、僧伽、万廻ないし十生
観音など様々な方面の信仰があり、女性化して展開された流れが盛んになったのが、趙宋以降となるという（小林太市郎『唐代の大悲観音』参照）。
（８）佐和隆研「観世音菩薩の展開」。（９）小林太市郎『唐代の大悲観音』等を参照。（
10）小林太市郎『唐代の大悲観音』（頁四三）参照。
（
11）鎌田茂雄ほか（編）『大蔵経全解説大事典』、雄山閣出版社、二〇〇〇年、頁三〇七。
（
12）荒木見悟「楞厳経・解説」、『中国撰述教典二』筑摩書房、一九七六年、頁三六一～三八〇。
（
13）佐藤泰舜「六朝時代の観音信仰」を参照。
（
14）同上、頁三四を参照。
